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１
１２２
１

話題のひろぱ

下
山
手
六
丁
目
に
あ
る
日
本
基
督
教

団
・
神
戸
教
会
に
お
い
て
、
昨
年
の
十

一
一
月
十
九
日
（
月
）
の
正
午
か
ら
、
洋

画
界
の
巨
匠
、
神
戸
市
の
名
誉
市
民
で

あ
る
故
小
磯
良
平
画
伯
の
葬
儀
が
取
り

行
わ
れ
、
約
千
人
の
ゆ
か
り
の
人
々
や

フ
ァ
ン
が
参
拝
し
て
、
静
か
に
、
厳
そ

か
に
、
清
々
し
く
取
り
行
わ
れ
た
。

十
六
日
の
亡
く
な
ら
れ
た
日
も
、
十

七
日
の
前
夜
式
、
そ
し
て
十
八
日
と
六

甲
降
し
の
き
び
し
い
寒
さ
だ
っ
た
が
、

十
九
日
は
、
限
り
な
く
透
明
な
ブ
ル
ー

の
空
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
た
神

戸
教
会
の
塔
が
美
し
く
伸
び
て
、
故
小

磯
画
伯
が
主
の
み
も
と
に
近
づ
か
れ
、

神
の
子
と
な
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、

葬
儀
の
日
と
な
っ
た
。

岩
井
健
作
牧
師
は
「
こ
の
神
戸
教
会

は
、
故
小
磯
良
平
兄
が
養
母
の
強
い
す

す
め
に
よ
り
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
ら
れ

た
教
会
で
、
ま
た
亡
く
な
ら
れ
た
奥
さ

ま
と
の
結
婚
式
も
こ
の
教
会
で
、
そ
し

て
奥
さ
ま
の
ご
葬
儀
も
こ
こ
で
行
わ
れ

た
と
い
う
ゆ
か
り
の
教
会
で
あ
り
ま

す
」
と
。

白
い
美
し
い
花
々
に
囲
ま
れ
た
故
小

磯
良
平
画
伯
の
お
だ
や
か
な
遺
影
に
向

っ
て
、
神
戸
二
中
の
同
期
生
で
近
代
美

術
館
館
長
の
金
井
元
彦
氏
が
弔
辞
を
。

遺
族
代
表
に
は
、
瀧
村
献
児
さ
ん
が

挨
拶
を
さ
れ
、
神
戸
が
誇
る
偉
大
な
画

家
に
別
れ
を
告
げ
た
。

☆
本
誌
の
表
紙
を
昭
和
三
十
六
年
の
創
刊
三
号
目

に
褐
戦
さ
れ
、
約
二
十
六
年
間
就
け
て
頂
き
ま
し

た
。
今
後
、
本
誌
三
十
周
年
の
一
九
九
一
年
迄
継

続
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
ご
遺
族
映
り
ご
了
解
を
得

ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。（

編
莱
部
）

＜Ｉ＞

一両『

●

故
小
磯
良
平
画
伯

■
ゆ
か
り
の
神
戸
教
会
で
葬
儀

さ
し
‐
ふ
う
な
ら

神戸教会で、秋山庄太郎が撮影した小磯良平画伯の写真
が遺影に。弔辞を読む同級生の金井元彦氏。
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話題のひろば

＜Ⅱ＞

１
１２３
１

阪
急
御
影
駅
を
降
り
、
線
路
側
い
を

西
へ
歩
き
、
御
影
北
小
学
校
の
運
動
場

の
角
を
回
っ
て
坂
道
を
登
る
と
、
白
い

洋
館
が
閑
静
な
住
宅
地
の
中
に
見
え
る

諦
既
川
を
望
む
風
情
の
あ
る
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
兜
子
館
」
（
東
灘
区
御
影
山
手

一
丁
目
恋
皿
０
７
６
０
）
が
、
一
月
六

日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
こ
は
、
「
渦
」
俳
句
会
の
代
表
同

人
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
赤
尾
恵

以
さ
ん
（
弱
才
）
の
自
宅
で
、
昨
秋
、

句
集
「
秋
扇
」
を
刊
行
し
て
、
亡
夫
赤

尾
兜
子
へ
の
追
慕
を
託
し
た
女
流
俳
人

が
、
兜
子
の
遺
品
を
収
集
し
た
館
と
、

遺
児
徳
也
さ
ん
兎
才
）
が
開
く
ギ
ャ

ラ
リ
ー
喫
茶
「
か
ら
た
ち
」
と
し
て
開

放
し
た
も
の
。

赤
尾
兜
子
は
、
昭
和
三
十
五
年
に

「
渦
」
を
創
刊
し
、
前
衛
俳
句
の
闘
士

と
し
て
現
代
俳
句
界
を
リ
ー
ド
し
た

が
、
五
十
六
年
三
月
十
七
日
不
慮
の
死

を
遂
げ
た
。

毎
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
も
活
躍
し

本
誌
に
は
「
神
戸
う
ま
い
も
ん
巡
礼
」

を
執
筆
。
司
馬
遼
太
郎
、
陳
舜
臣
氏
と

は
大
阪
外
大
の
同
期
生
で
も
あ
る
。

「
渦
」
を
引
き
継
い
だ
恵
以
さ
ん

は
、
遺
品
の
展
示
と
共
に
、
句
会
の
会

合
や
講
演
会
な
ど
も
気
軽
に
開
き
た
い

と
意
欲
的
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
和

田
悟
朗
を
始
め
と
し
た
「
渦
」
の
メ
ン

バ
ー
や
詩
人
の
多
田
智
満
子
さ
ん
ら
が

集
い
、
兜
子
そ
っ
く
り
の
笑
顔
を
見
せ

な
が
ら
徳
也
さ
ん
が
香
り
の
瑚
誹
（
剛

円
）
を
立
て
る
。
「
さ
ら
ぱ
こ
そ
雪
中

に
お

の
鳩
と
し
て
」
な
ど
の
遺
稿
や
、
「
硝

子
器
の
白
魚
水
は
過
ぎ
ゆ
け
り
」
の
書

な
ど
が
胸
を
打
つ
。

■
「
渦
」
代
表
同
人
赤
尾
恵
以
さ
ん

御
影
山
手
に

〃
兜
子
館
″
開
く

デ

（
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蟻鰻

一珂近

瀞

＄

話題のひろば
必

＜Ⅲ＞

藤
口
平
成
元
年
四
月
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
ド
ラ
マ

宮
本
輝
原
作
／
岩
下
志
麻
主
演

「
花
の
降
る
午
後
」

神
戸
を
舞
台
に

あでやかな典子役の岩下志麻さん。（左）「花の降る午後」制作発表の四人の俳優たち。（下）右より二谷英明、永島敏行、
川谷拓三さんら

篭

１

宮
本
輝
原
作
の
、
神
戸
を
舞
台
に
し

た
小
説
「
花
の
降
る
午
後
」
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
平
成
元
年
四
月
か
ら
、
六
回
に
わ

た
っ
て
放
映
さ
れ
る
新
シ
リ
ー
ズ
ド
ラ

マ
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
月
二
十
四
日
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
須
磨
の
間
に
お
い
て
、
主
演

の
甲
斐
典
子
を
演
ず
る
岩
下
志
麻
、
年

下
の
恋
人
役
高
見
雅
道
の
永
島
敏
行
、

シ
ェ
フ
加
賀
勝
郎
の
二
谷
英
明
、
運
転

手
役
の
川
谷
拓
三
さ
ん
た
ち
四
人
が
、

制
作
発
表
の
た
め
記
者
会
見
。
一
一
月
初

旬
ま
で
北
野
町
界
隈
を
は
じ
め
神
戸
を

舞
台
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
く
り
ひ
ろ
げ

る
。紫

色
の
ド
レ
ス
に
身
を
ま
と
っ
た
あ

で
や
か
な
岩
下
さ
ん
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

は
、
草
燃
ゆ
る
や
、
伊
達
正
宗
な
ど
い

つ
も
時
代
劇
。
現
代
劇
は
バ
ス
通
り
裏

以
来
初
め
て
で
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
も
久
方

ぶ
り
大
好
き
な
神
戸
で
す
が
、
ロ
ケ
は

初
め
て
な
の
で
よ
ろ
し
く
」
と
。
渋
い

役
者
の
二
谷
さ
ん
は
「
初
め
て
の
シ
ェ

フ
役
で
今
特
訓
中
。
神
戸
は
裕
ち
ゃ
ん

（
石
原
裕
次
郎
）
と
一
緒
に
、
赤
い
波

止
場
で
映
画
ロ
ケ
に
来
て
以
来
で
す
。
」

永
島
さ
ん
は
「
大
人
の
メ
ロ
ド
ラ
マ

を
や
れ
る
年
に
な
っ
た
な
と
い
う
の
が

実
感
で
す
」
・
そ
し
て
制
作
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
原

部
長
は
、
「
国
際
化
時
代
、
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
時
代
の
時
代
を
写
す
、
新
鮮
な

本
格
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ラ
マ
に
し
あ
げ

た
い
」
と
意
欲
的
。
北
野
町
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
店
の
女
主
人
典
子
役
の
岩
下
志

麻
さ
ん
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ふ
ん
だ
ん

に
み
せ
て
魅
力
的
な
役
づ
く
り
。
春
四

月
の
放
映
が
楽
し
み
で
あ
る
。

１
２４
１

零
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岡
崎
神
戸
市
経
済
局
長
に
託
さ
れ
た

宮
崎
神
戸
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
「
神

戸
経
済
の
振
興
の
一
翼
を
今
後
と
も
担

っ
て
欲
し
い
」
と
同
社
へ
の
熱
い
期
待

を
伝
え
、
一
方
、
鬼
塚
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
会
会
長
は
祝
詞
の
中

で
、
中
国
の
兵
法
家
・
孫
子
の
言
を
引

き
、
「
今
回
の
ポ
ー
ア
イ
進
出
は
、
〃
天

の
時
、
地
の
利
、
人
の
輪
″
を
得
た
も
の

と
言
え
ま
す
。
今
秋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 感酎の言葉をのべる

河野カワノ㈱社長

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
新
し
い
顔

が
加
わ
っ
た
。
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
・

カ
ワ
ノ
株
式
会
社
（
河
野
忠
博
社
長
）

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
社
屋
で
あ
る
。

同
社
屋
は
事
務
所
棟
（
地
上
四
階
、

塔
屋
一
階
建
）
と
倉
庫
棟
（
地
上
二
階

建
）
で
構
成
さ
れ
、
明
る
い
グ
レ
ー
の

外
壁
が
シ
ャ
レ
た
雰
囲
気
を
伝
え
る
。

一
月
二
十
五
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
竣
工
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
は
、
業
界
だ
け
で
な
く
、
巾
広
い

分
野
か
ら
五
百
名
が
出
席
、
新
社
屋
完

成
を
祝
っ
た
。

曇

タンゴ・アルゼンチーノの舞台

聖

鍵蝿鐸 □
、
Ｏ
Ｗ
Ｎ
情
報

カ
ワ
ノ
株
式
会
社

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
社
屋
竣
工

霧訂

ポートアイランド新社屋

125

■

と
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ

ー
へ
〃
脱
皮
″
を
進
め
る
同
社
を
大
い

に
激
励
。
「
業
界
全
体
と
し
て
は
、
な

お
厳
し
い
環
境
に
あ
る
中
で
、
こ
れ
を

機
に
一
致
団
結
し
て
社
業
の
発
展
に
全

タ
ウ
ン
街

氏
び
ら
き
で

蹄
は
、
ぜ
ひ

素
晴
し
い

シ
ョ
ー
を

氏窪
ご
披
露
い

た
だ
き
タ

ウ
ン
の
核

氏
と
な
っ
て

木鈴
発
展
し
て

欲
し
い
」
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:

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
谷
口
敦
子
さ
ん

綜
網
之
路
・
人
間
の
旅

あ
か
し

Ｉ
生
き
て
い
る
証
を
求
め
た
剖
而
口
間

全
盲
の
山
村
忠
介
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
シ
ル
ク
ロ
中
国
の
マ
ス
コ
ミ
も
関
心
を
寄
せ
、
杭
州
分
社
の
撮
影
部

ｌ
ド
に
憧
れ
て
い
た
。
厳
し
い
大
自
然
の
な
か
で
、
人
間
二
人
、
杭
州
日
報
の
記
者
一
人
が
全
行
程
を
取
材
し
、
中

は
い
っ
た
い
何
を
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
、
国
の
障
害
者
の
励
み
に
も
な
る
よ
う
に
と
テ
レ
ビ
の
一
一
１

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ
の
思
い
を
か
き
た
て
て
い
た
。
山
村
さ
－
ス
や
新
聞
で
報
道
し
、
記
録
映
画
を
製
作
し
た
り
す
る

ん
の
そ
ん
な
熱
い
思
い
か
ら
旅
の
構
想
が
生
ま
れ
、
新
聞
と
い
う
。

で
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
全
国
か
ら
副
人
の
参
加
者
が
集
参
加
者
た
ち
は
瓢
日
間
の
旅
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し

ま
っ
た
。
目
や
耳
、
肢
体
不
自
由
、
知
恵
遅
れ
、
自
閉
症
た
。
ウ
ル
ム
チ
の
東
南
、
天
山
山
脈
の
麓
の
南
山
牧
場
で

な
ど
の
障
害
の
あ
る
人
が
聖
人
、
健
常
者
が
訂
人
。
年
令
は
カ
ザ
フ
族
の
住
む
〃
パ
オ
〃
に
二
泊
一
一
一
日
し
、
手
が
切

は
Ⅳ
才
か
ら
汚
才
ま
で
の
老
若
男
女
の
グ
ル
ー
プ
が
昨
年
れ
そ
う
に
冷
た
い
雪
解
け
水
で
自
炊
生
活
。
言
葉
が
し
ゃ

の
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
の
劃
日
間
、
雄
く
れ
ず
、
手
も
不
自
由
で
文
字
が
書
け
な
い
松
本
亜
砂
子

大
な
自
然
の
巾
で
生
活
を
共
に
し
た
。
さ
ん
は
、
見
上
げ
た
ら
ひ
つ
く
り
返
り
そ
う
な
青
空
の
下

大
阪
←
北
京
←
ウ
ル
ム
チ
←
ト
ル
フ
ァ
ン
←
ウ
ル
ム
チ
の
緑
の
自
然
に
感
慨
無
量
に
な
り
、
ベ
ッ
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク

←
カ
シ
ュ
ガ
ル
←
ア
ク
ス
←
ク
チ
ャ
←
コ
ル
ラ
←
ウ
ル
ム
で
文
字
盤
の
文
字
を
ひ
ろ
っ
て
日
本
の
友
達
へ
の
手
紙
を

チ
←
杭
州
←
上
海
←
大
阪
の
釘
日
間
の
旅
の
費
用
は
一
人
書
い
た
。

布
万
円
程
負
担
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
か
な
り
の
借
金
が
西
遊
記
の
登
場
す
る
孫
悟
空
が
扇
で
火
を
消
し
て
通
過

残
っ
た
。
し
た
と
い
う
、
地
肌
が
燃
え
る
よ
う
に
赤
い
火
焔
山
を
訪

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
６
万
人
。
そ
れ
た
時
、
あ
る
障
害
者
は
感
激
の
あ
ま
り
身
体
を
ふ
る
わ

の
う
ち
六
割
の
３
万
５
千
人
は
日
本
人
と
い
う
。
し
か
し
、
せ
て
涙
を
流
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
訪
れ
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
で
の
三
泊
四
日
で
の
テ
ン
ト
生
活

る
の
は
初
め
て
で
、
泌
人
も
の
障
害
者
が
旅
行
を
し
た
の
で
は
も
の
す
ご
い
砂
嵐
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
“
度
も
の
肌

は
日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
で
も
初
め
て
で
あ
っ
た
。
に
突
き
さ
さ
る
よ
う
な
気
温
も
体
験
し
た
。

Ｋ
Ｏ
神
戸
を
福
祉
の
街
に
〈
唖
〉 ３

ユ

耳

Ｆ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
§
Ⅱ

〈
趣
函
搾
卦
需
搾
需
霊
〉

橋
本
明

１
１２６
１
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こ
の
砂
漠
で
の
自
炊
生
活
で
は
中
国
の
コ
ッ
ク
さ
ん
が

生
き
て
い
る
羊
を
二
頭
そ
の
場
で
皮
を
は
ぎ
、
内
臓
を
取

り
出
し
て
シ
シ
ヵ
バ
ブ
ー
（
羊
の
肉
の
串
焼
き
）
を
ご
ち
》
卒

そ
う
し
て
く
れ
た
り
、
朝
起
き
る
と
ま
ず
ト
イ
レ
の
ふ
た
劫
垂

を
あ
け
て
参
加
者
の
ウ
ン
コ
の
色
や
形
を
み
て
、
調
理
の
》
率
か
。
て

方
法
や
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
く
れ
た
り
し
た
。
会
立
流
み

杭
州
と
上
海
で
は
障
害
者
が
働
く
福
利
工
場
を
訪
れ
唾
ｊ
銅
認

た
。
目
、
耳
、
足
の
不
自
由
な
人
、
知
恵
遅
れ
の
人
た
ち
睦
匡
鐸
確

が
、
一
般
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
お
り
、
給
料
癌
銅
銅
》

は
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
み
な
同
じ
で
、
月
給
鑑
挫
龍
緬

は
日
本
円
で
一
カ
月
約
四
九
○
○
円
。
杭
州
の
サ
ン
ダ
ル
卸
の
峠
訟

工
場
で
は
従
業
員
六
九
六
人
中
障
害
者
は
一
一
一
一
一
四
人
で
約
唖
作

弱
％
を
占
め
て
い
る
。
障
害
者
は
杭
州
人
民
政
府
を
通
じ
ア

て
、
ろ
う
あ
学
校
や
盲
学
校
か
ら
紹
介
さ
れ
、
中
学
を
卒
、

業
し
て
就
職
す
る
人
が
多
い
。
上
海
に
は
福
祉
工
場
が
八

四
三
カ
所
あ
り
、
従
業
員
七
○
七
八
五
人
中
、
障
害
者
は

エ

ニ
九
七
○
九
人
で
約
蛇
％
。
参
加
者
が
訪
れ
た
画
び
ょ
う

Ｌ

工
場
は
従
業
員
七
六
七
人
中
、
目
の
不
自
由
な
人
一
八
○

ユ

人
、
ろ
う
あ
者
一
八
○
人
、
知
恵
遅
れ
十
七
人
等
、
障
害

者
が
妬
％
を
占
め
て
い
る
。

釦

見
学
者
の
話
で
は
、
障
害
が
軽
い
場
合
は
日
本
の
よ
う
誌う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
初
体

験
こ
そ
貴
重
な
も
の
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
親
と
離
れ

謎
て
一
人
で
旅
を
し
、
自
信
が
で
き
た
」
と
い
う
障
害
者
自
身

鋤
が
得
た
収
獲
も
ま
た
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

章
神
戸
か
ら
参
加
し
た
谷
口
敦
子
さ
ん
は
こ
の
貴
重
な
旅

塞
畑
の
全
行
程
を
ビ
デ
オ
で
記
録
し
た
。
加
分
テ
ー
プ
で
一
一

》
麺
『
九
本
、
時
間
に
し
て
知
時
間
撮
影
し
、
帰
国
後
「
シ
ル
ク

潅
動
”
ロ
ー
ド
人
間
の
旅
」
（
約
一
時
間
）
と
し
て
ま
と
め
た
。

韮
永
俳
・
希
望
者
に
は
頒
布
も
し
て
い
る
。
（
三
五
○
○
円
）

醍
岬
室
問
い
合
わ
せ

で
を
と
谷
口
敦
子

ス
山
た
神
戸
市
垂
水
区
千
鳥
ケ
丘
三
’
二
四
’
六
九

雪
蝿
垂
Ⅱ
Ｅ
Ｌ
○
七
八
（
七
○
九
）
三
九
六
六

７
７
上
下
く
く

７

▲
１
２
１１

に
障
害
者
と
一
般
の
人
た
ち
と
が
別
々
の
職
場
で
働
く
と

い
う
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
ヵ
月
の
旅
を
通
し
て
得
た
も
の
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

千
差
万
別
の
も
の
が
あ
ろ
う
が
、
最
高
齢
（
Ⅶ
才
）
の
白
鳥

と
く
さ
ん
は
「
私
は
〃
今
、
生
き
て
い
る
〃
と
い
う
証
が

ほ
し
か
っ
た
。
重
度
障
害
者
を
見
て
自
分
の
心
の
甘
さ
を

知
ら
さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う
。
今
度
の
旅
で
障
害
者
に
初

め
て
出
会
っ
た
と
い
う
人
た
ち
も
多
く
、
意
志
の
疎
通
が

蕊
輔

霧
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鍵蕊豊

画』

綴ｉ

昼

認
鼠
・
鰯
鯛
・
鰯
蕊
，
蕊
浄
蝋
蕊
農
・
鍵
騨
鍵
し
憾
蟻
騨
胴
嶋
加
ｉ
・
騨
犠
‐
難
癖
篭
Ｉ
覗
鏑
‐
罰
鰯
騨
騨
噌
騨
騨
・
…
繋
瞬
轄
鰐
鑑
韓
‐
・
貴

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ｉ

瀞

畔
織
蝉
瞬
蝿
識
織
騨
鶴
畷
Ｉ
哩
伊
‐
軸

瀞
驚
瀞
電
懸

１
１２８
１

曇

Ⅵ
目
．
劇

曲

十
月
二
十
七
日
木
曜
日

午
後
四
時
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
着
い
た
。
入
口
か

ら
見
下
し
た
ロ
ビ
ー
の
広
さ
〃
サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
位

あ
る
か
し
ら
〃
左
の
奥
の
滝
の
横
か
ら
シ
ョ
パ
ン
が
流
れ

た
が
白
い
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
居
な
か

っ
た
。
若
い
時
か
ら
よ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
を
旅
行

し
て
色
々
な
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
が
こ
ん
な
に
モ
ダ
ン
で
壮

大
な
ロ
ビ
ー
は
他
に
あ
っ
た
か
し
ら
。

二
十
六
階
の
部
屋
か
ら
山
を
見
る
と
〃
錨
と
紋
章
〃
が

く
っ
き
り
浮
ん
で
〃
神
戸
に
来
た
、
遂
々
来
た
〃
と
目
が

あ
つ
く
な
っ
た
。
息
子
の
部
屋
か
ら
は
大
阪
湾
の
全
景
が

広
が
り
足
元
に
は
南
パ
ー
ク
の
フ
ェ
リ
ー
ウ
ィ
ー
ル
が
廻

Eｑ

鋼
翻
認
翻
繍
懲

r …韓舞唖西
一副I

☆
出
会
い
の
旅

ブ
ラ
ッ
セ
ル
よ
り
神
戸
へ

Ａ
・
Ｍ
・
バ
ウ
マ
ン

Ｌ
コ
ｑ
ｑ
ｒ
”
、
瞬
絶
話
卸

‐
。
Ｆ
‐
負
斗
Ｆ
‐
…
ｑ

‐
唾
…
‐
…
‐
‐
：
Ｉ
‐
繭
‐
‐
，
．
！
醸
開
購
醗
隙
閣
霞
社
・
野
＃
篭
雰
ｒ
ｌ
雪
●
圃
弛
し
畷
１
Ｉ
い
、
勢
．
‐
ｉ
‐
，
，
’
１
輪
捗
諜
．
．
‐
薙
搬
１
１
０
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霞蕊溌

一一画

噂･霊韓
蝋;蕊、瞳

ふ

昨
年
⑫
月
に
一
通
の
手
紙
（
日
本
語
は

バ
ン
オ
ス
氏
）
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
編
集

室
に
届
い
た
。

●

ﾃ r 二ｑ

雲蝉 :悪

群

１
１２９
１

理武
箪欝驚

っ
て
い
た
。

ポ
ー
ト
・
ラ
イ
ナ
ー
で
三
宮
に
向
っ
た
。
ピ
ア
ノ
と
同

じ
で
誰
も
運
転
し
て
い
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
日

本
語
と
ア
メ
リ
カ
誰
り
の
完
壁
な
英
語
で
〃
お
年
寄
り
や

身
体
の
不
自
由
な
方
々
に
席
を
お
譲
り
下
さ
い
〃
。
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
車
内
に
流
れ
若
い
男
が
席
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ

た
。オ

ラ
ン
ダ
で
は
〃
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト

サ
ー
ブ
ド
。
貴
笥
呉
８
９
の
》
陣
の
汁
、
の
弓
①
。
ご
で
、
若
い

者
が
坐
り
年
寄
り
が
立
っ
て
い
て
も
誰
も
不
思
議
が
ら
な

く
な
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
に
来
て
か
ら
東
京
の
地
下
鉄

で
も
席
を
譲
っ
て
呉
れ
た
つ
け
。
今
更
感
心
し
た
り
又
、

私
も
年
を
取
っ
た
も
の
だ
と
嘆
い
た
り
。
で
も
若
い
男
達

が
す
っ
き
り
あ
か
ぬ
け
し
て
い
る
。
仕
草
も
歩
き
方
も
締

一
腿
に
な
っ
て
髪
の
形
、
背
広
の
カ
ッ
ト
等
と
て
も
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
や
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
影
響
が
直
輸
入

さ
れ
て
い
る
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
皆
さ
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
マ

ン
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

古
い
税
関
ビ
ル
の
時
計
が
見
え
た
。
ラ
ン
ド
。
マ
ー
ク

と
し
て
残
す
と
の
話
。
何
処
に
行
っ
て
も
紙
屑
一
つ
落
ち

て
い
な
い
町
々
、
屑
箱
や
灰
皿
箱
が
目
立
つ
と
こ
ろ
に
ア

チ
コ
チ
掛
っ
て
い
る
。
息
子
に
シ
ガ
ー
を
喫
っ
た
後
は
棄

て
て
足
で
つ
ぶ
し
て
消
す
く
せ
を
止
め
さ
せ
る
の
に
苦
労

し
た
ほ
ど
神
戸
は
き
れ
い
な
街
に
な
っ
て
い
た
。

十
二
月
十
六
日
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
ラ
ッ
セ
ル
よ
り

Ａ
・
Ｍ
・
バ
ウ
マ
ン
草

Ｋ
・
バ
ン
オ
ス
書

甲p F P I I J I I R J

鱗;圏

申9Wキ函

懲蒔鵜
し（右）ダンスを楽しむ
筆者。（左）友人たち
と和食を…。
ｑポートピアホテルに
て。

: 鍔
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辱
亭
の
逸
慕

●Ⅱ１１１‐

凸

軍

130

１
丹
誤
？
逗
墓

壮氏とは、油を造る職人の頭です丞猫造りの職人茜
総称して杜氏と岬ぷ屋ともあります。杜氏の出身地、兵
ﾙi【県丹波地方壮、n本ji)t大の杜氏出身地で、瞳:戸時代宝
暦年朋における記録力吸されているほど。その丹波出身
の杜氏の手によって銘活・小破は醸造されていまヅー。
兵庫県氷上郡市島町中竹田合名会社西山酒造場査0 7 9 5 8 ( 6 ) 0 3 3

- , 吟醸純米

但馬は、兵旅県北部地方Iこ位撤し、冬季は;‘｣ 里で２メ
ートルの穣雪をみることもまれではあり吉せん。現在約
2 0 0 0 人の季節酒造工が全国の酒造場でn本酒の生麗に励
んでいます。香住鶴の石津六郎翁准但馬杜氏の優秀な技
術と伝統を受け継ぎ、労働大臣賞を受賞した名杜氏です。
兵庫県稔崎郡香住町燕香住酒造有限会社念0 7 9 6 3 ( 6 ) 0 0 2 9

〃
一
と
シ
：
と
，

Ⅱ

三月三日はひな祭り
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数
字
で
合
う

活
か
す
と
い
う
こ
と
は
、
最
終
的
に

数
字
で
合
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ

ろ
が
昨
今
の
世
情
で
は
、
そ
の
こ
と
が

大
変
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
は
活
か
す
と
い
う
こ
と
で
、
商
業

施
設
を
建
築
す
る
こ
と
な
ど
の
、
お
手

伝
い
を
し
た
い
の
で
す
が
、
価
格
の
高

す
ぎ
る
も
の
は
、
何
を
し
て
も
合
い
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
売
る
に
売
れ
な
い
と

い
っ
た
状
態
に
な
り
、
物
件
が
動
か
な

く
な
り
ま
す
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

し
ま
し
て
も
、
当
初
は
坪
卵
万
だ
っ
た

の
で
す
が
、
今
や
１
５
０
０
万
で
も
売

れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
極
端

に
高
く
な
っ
た
も
の
を
、
有
効
利
用
す

る
こ
と
は
、
実
際
不
可
能
な
わ
け
で
す
。

、
合
う
か
ら
続
く

青
木
幸
夫
念
謹
濯
ル
ァ
ィ
シ
‐
〉

合
一
つ
ル
｝
い
－
つ
こ
”
と

☆
こ
れ
か
ら
商
業
不
動
産
は
淵
雀

１
１３１
１

報
で
あ
れ
ば
、
得
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
い
く
ら

最
新
情
報
で
も
合
わ
な
い
た
め
に
、
無

価
値
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
飲
食
に
お
き

ま
し
て
も
同
じ
な
わ
け
で
す
、
み
ん
な

合
う
所
へ
行
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
固

定
客
が
つ
い
て
、
堅
実
に
利
益
が
あ
が

り
ま
す
。
多
少
の
地
の
利
の
悪
さ
も
カ

バ
ー
で
き
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
こ

れ
か
ら
は
、
不
動
産
業
、
飲
食
物
販
、

そ
し
て
情
報
産
業
に
し
て
も
、
合
う
も

の
を
い
か
に
見
つ
け
る
か
が
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

③
合
う
人
の
輪
を
広
げ
る

自
分
に
合
う
お
客
、
合
っ
て
く
れ
る

お
客
、
そ
れ
が
固
定
客
と
い
う
こ
と
で

す
。
固
定
客
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
が
さ
ら
に
合
う
人
を
連
れ
て
来

て
下
さ
る
、
そ
し
て
そ
の
人
が
…
と
い

う
様
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
は
、
ト
ー
タ
ル
に
、

と
い
う
こ
と
も
大
事
で
す
。
つ
ま
り
合

う
人
の
全
て
を
お
世
話
す
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
ど
の
様
な
業
種
で
あ
っ
て

も
、
成
長
し
て
い
る
所
は
そ
れ
が
で
き

て
い
ま
す
。
単
純
な
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
心
の
琴
線
に
触
れ
る

事
を
き
ち
っ
と
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

総 望
ラ

株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
シ
ー

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
９
番
地
の
１

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
国
際
交
流
会
館
７
Ｆ

（
０
７
８
）
３
０
２
１
４
０
０
９

ま
た
有
効
利
用
で
重
要
な
こ
と
は
、

結
婚
と
同
じ
く
借
り
手
が
長
く
続
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
建
設
し
た
も
の
を
賃

貸
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
続
い

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
借

り
主
が
苦
し
く
な
り
続
か
な
く
な
る
状

況
を
最
近
し
ば
し
ば
見
う
け
ま
す
。
神

戸
市
内
を
見
ま
し
て
も
、
坪
２
０
０
０

万
、
３
０
０
０
万
で
売
買
さ
れ
た
士
地

に
、
何
か
建
築
さ
れ
て
い
る
例
は
ま
れ

で
す
。ど

う
す
れ
ば
続
く
か
と
言
い
ま
す
と

や
は
り
合
う
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
仕

事
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
合
う
か
ら
こ

そ
、
そ
の
仕
事
、
会
社
に
続
く
わ
け
でなさけ

す
。
先
般
あ
る
方
か
ら
〃
情
報
と
は
情

む
く

に
報
い
る
こ
と
だ
″
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
合
う
人
の
情 青木幸夫代表取締役
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☆
神
戸
の
集
い
か
ら

１
１３２
１

スリム美人になった望月さん

☆
神

匡艮
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コウベもファッション･ソサエティ
袖戸ファッション市民大学ＯＢによるクループ
諏戸のファッション都市化をめざす
ZVEW1S'１４４

事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

☆' 8 8 ＫＦＳクリスマスパーティ

華やかに1 5 周年記念パーティ
毎年、‘恒例のＫＦＳクリスマスパー
ティは1 5 回目を迎え、昨年1 2 月２３日
（金）午後６時3 0 分から、シャンソン
歌手・くつわとも子さんをゲストミュ
ージシャンに、三宮東急インで開催さ
れた。１５周年ということで、オープニ
ングにはショー形式によるメンバー紹
介が行なわれたり、従来の様々に趣好
をこらしたゲームをとりやめて、なる
べく多くの人が参加できるようにとフ
ォークダンスやピンゴゲームが行なわ
れ、会場は大いに盛り上がった。キャ
ンドルサービスが始まり、ホワイトク
リスマスの合唱の頃になると場内はに
わかに静けさをとりもどし、約1 5 0 人
が感慨深い夜を過ごした。

識鱗鶏謹鍵綴蕊溌篭鍵蕊鍵蕊

蕊蕊欝

翰蕊識
蕊簿

蝋

●庖
令ざ

△上・ＫＦＳ賞のスヌーピーは服部メガネさんに
ノ下・キャンドルの炎と共に、ホワイトクリス
マスの合唱。
剣左下・メンバー勢揃い／右上から・華j 画かに
乾杯／、熱気あふれるビンゴとダンスタイム。

●２月のマンスリーサロン
日時２月1 7 日（金）午後６：３０

「社会人の健康と通勤」
場所神戸市立中小企業指導センター３号室
錨師家治川豊

く神戸市スポーツ振興審議会委員＞
是永タエ子
く日本体育協会認定スポーツ指導員＞
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蕊醗
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蕊

鍵

詫鰯認琶認鰯識難蕊霧鐸§ 唖
幹

Ｆ
Ｈ
ｍ
ｒ
Ｐ

攻

賊４;議議蝉芋識蕊蕊; 識

繍蕊蕊

_ 鱒Z 練篭
､ 認認溌覇騨
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隠
侭内守

繍議
蝋識謬い
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鑑羅
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蕊灘鍵
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喪；
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蕊

霞

識鍵

驚
判醜

穐
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★
ニ
ュ
ー
・
リ
ッ
チ
世
代
へ
贈
る
新
感
覚
プ
レ
タ

イ
ズ
ム
よ
り
５
つ
め
の
ブ
ラ
ン
ド
が
デ
ビ
ュ
ー

カ
タ
カ
ナ
職
業
が
社
会
に
定
着
す
る
に
つ
れ
て
女

性
の
活
踊
が
目
ざ
ま
し
く
社
会
的
地
位
が
向
上
。
そ

Ｆ

発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
〃
ｅ
ｒ
ｓ
〃
と
は
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ

Ｇ
Ｎ
守
か
野
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｎ
酔
耐
罫
な
ど
、
・
・
・
す
る

人
々
を
表
わ
す
接
尾
辞
。
釦
歳
前
後
の
ニ
ュ
ー
リ
ッ

チ
世
代
を
対
象
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
で
従
来
の
プ
レ
タ

ポ
ル
テ
よ
り
も
若
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
、
か
つ
素
材
面

で
の
質
の
高
さ
（
春
夏
リ
ネ
ン
＆
シ
ル
ク
・
秋
冬
カ

シ
ミ
ヤ
＆
シ
ル
ク
）
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
、
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
、
ゲ
ス
ト
タ
イ
ム
各

々
の
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
商
品
構
成
が
楽
し
み
。
店
頭
展
開
は
イ
ズ
ム

芦
屋
店
中
心
と
し
て
３
月
か
ら
に
な
る
も
よ
う
。

☆
石
川
優
・
倣
子
の
手
描
き
更
紗
染
め

「
花
更
紗
」
展
が
そ
ご
う
で

京
都
在
住
の
染
色
作
家
、
石
川
優
・
伽
子
さ
ん
ご

夫
妻
に
よ
る
「
花
更
紗
」
展
が
２
月
狸
日
（
水
）
ｌ
幻

日
（
月
）
、
そ
ご
う
百
貨
店
新
館
４
Ｆ
の
プ
チ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
開
か
れ
る
。
「
花
更
紗
」
と
名
付
け
ら
れ

た
作
品
は
、
軽
や
か
な
シ
ル
ク
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
や
楊

柳
、
し
な
や
か
な
ち
り
め
ん
な
ど
、
吟
味
さ
れ
た
素

材
を
一
点
ず
つ
丁
寧
に
手
描
き
し
た
ろ
う
け
つ
染
め

の
ス
カ
ー
フ
や
ス
ト
ー
ル
。
今
回
は
約
１
６
０
点
が

展
示
即
売
さ
れ
る
。
流
れ
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
や
色
づ

か
い
な
ど
、
ど
の
作
品
に
も
プ
リ
ン
ト
の
既
製
品
に

は
な
い
暖
か
さ
が
触
れ
、
一
点
一
点
に
独
特
の
持
ち

味
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
「
ぜ
ひ
多
く
の
美
し
い
も

の
の
好
き
な
人
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
な

が
ら
創
作
に
励
ん
で
お
り
ま
す
」
と
石
川
さ
ん
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
〃
私
だ
け
の
″
デ
ザ
イ
ン
を
捜
し

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
２
／
理
（
水
）
ｌ
”
（
月
）
そ
ご
う
百
貨
店
新
館
４

階
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
胃
２
２
１
１
４
１
８
１
（
代
）

け
ら
れ
る
。
バ
ッ
グ
以
外
に
ア
ド
レ
ス
プ
ッ
ク
や
ベ

ル
ト
、
ま
た
ス
カ
ー
フ
や
ネ
ク
タ
イ
な
ど
も
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
揃
っ
て
い
る
の
は
⑫
月
、
異
人
館
倶

楽
部
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
ブ
テ
ィ
ッ

ク
だ
け
。
春
に
向
け
て
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
も
続
々
と

登
勘
す
る
も
よ
う
。
神
戸
の
オ
シ
ャ
レ
さ
ん
、
必
見

の
価
値
あ
り
で
す
ヨ
ノ

回
中
央
区
北
野
町
２
丁
目
８
‐
９
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
２
Ｆ
宮
加
ｌ
９
９
６
１
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８

第
３
月
曜
休

れ
、
し
か
も
品
格
を
失
わ
な
い
あ
た
り
な
ど
は
見
事

な
魔
術
と
い
っ
て
も
い
い
。
モ
ダ
ン
で
楽
し
く
、
永

久
性
の
あ
る
バ
ッ
グ
、
そ
れ
は
大
変
ぜ
い
た
く
な
注

文
だ
が
カ
ル
ロ
ス
の
手
に
か
か
れ
ば
鮮
や
か
に
仕
上

★
革
の
魔
術
師
カ
ル
ロ
ス
・
フ
ァ
ル
チ

異
人
館
倶
楽
部
Ｐ
Ａ
Ｈ
ｒ
Ⅱ
に
登
場
／

ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ガ
ー
や
テ
ィ
ナ
・
タ
ー
ナ
ー
の
衣

装
デ
ザ
イ
ン
で
も
お
馴
染
み
の
カ
ル
ロ
ス
・
フ
ァ
ル

チ
の
名
は
閥
の
コ
テ
ィ
賞
受
賞
以
来
ア
ク
セ
サ
リ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
世
界
的
に
高
ま
っ
た
。
と
り
わ

け
コ
ラ
ー
ジ
ュ
風
に
革
を
張
り
合
わ
せ
た
バ
ッ
グ
や

堅
い
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
革
を
柔
ら
か
く
機
能
的
な
（

☆
「
突
撃
洋
服
店
」
が
高
砂
ピ
ル
に
移
転

旧
居
留
地
の
一
角
、
大
典
ピ
ル
の
１
Ｆ
に
あ
っ
た

「
突
撃
洋
服
店
」
が
１
月
晦
日
に
高
砂
ビ
ル
へ
移
転

し
た
。
広
さ
は
今
ま
で
の
４
倍
弱
、
商
品
も
増
え
て

ま
す
ま
す
の
充
実
ぶ
り
。
古
め
か
し
い
扉
を
開
け
て

み
る
と
懐
し
い
ジ
ャ
ズ
の
曲
が
流
れ
、
古
き
佳
き
時

代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
。
大
興
ピ
ル
時
代

の
雰
囲
気
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
も

〃
突
撃
フ
ァ
ン
〃
に
と
っ
て
は
非
常
に
階
し
い
が
、

★
光
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
思
い
の
ま
ま
に

昨
年
ｎ
月
に
好
評
を
博
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
「
美
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に

縦
く
第
２
弾
と
し
て
「
美
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

２
照
明
・
淡
出
の
効
果
」
が
２
月
印
日
（
月
）
、
市

民
生
協
会
館
に
て
開
か
れ
る
。

〃
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〃
と
い
う

言
葉
も
随
分
と
耳
慣
れ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
実

際
に
自
分
の
部
屋
を
演
出
す
る
と
な
る
と
戸
惑
い
が

ち
。
ま
ず
は
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
分
析
し

て
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
基
本
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
第
一
印
象
を
決
定
す
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
照
明
。
こ
の

光
の
演
出
を
誤
る
と
せ
っ
か
く
の
イ
ン
テ
リ
ア
も
台

無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
回
は
そ
う
し
た
照
明
が

醸
す
効
果
と
演
出
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
く
。
誹
師
は
前

回
に
引
き
続
き
ラ
イ
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
矢
代

恵
さ
ん
を
招
く
。

な
お
、
参
加
希
望
の
方
は
往
復
は
が
き
（
１
枚
で

２
名
連
記
可
）
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
記

入
の
上
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

⑯
卸
神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
卵
神
戸
市
民
生
協

〃
暮
ら
す
メ
イ
ト
リ
ピ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
″
係
官
弧

１
４
５
５
４
２
／
蝿
（
月
）
必
着
。
募
集
人
員
印
名

５
‐
３
１
’
１

楽しさと槌能性表霊担

ツ
グ
に
変
身
さ

ン
せ
た
パ
ッ
フ
ァ

ョ
ロ
ー
バ
ッ
グ
は

塗
爆
発
的
人
気
を

し
誇
る
。
ま
た
、
力

函
ラ
フ
ル
で
モ
チ

ス
ー
フ
と
し
て
卜

岨
ウ
カ
ン
（
巨
噛

加
島
）
や
パ
ー
ム

ッ
リ
ー
な
ど
を

巧
み
に
と
り
い

顔
邑
弱
冨
闇
碑
勘
邑
国
邑
璽
吻
宅
④
胃

これが噂の“突撃洋服店, ！

■
「
突
撃
洋
服
店
』
中
央
区
江
戸
町
伽
番
高
砂
ピ
ル

２
Ｆ
宮
測
１
６
１
６
８
第
３
水
曜
休

れ
に
伴
い
男
性
の
〃
背
広
″
と
同
じ
意
味
を
持
つ
服

裟
が
女
性
側
に
も
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
女

性
の
た
め
に
イ
ズ
ム
よ
り
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
〃
ｅ
ｒ

ｓ
（
ア
ル
ス
）
″
が
誕
生
、
先
頃
イ
ズ
ム
本
社
で
そ
の

詞

グ
ラ
ス
や
食
器

ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
の
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
小
物
が

増
え
た
の
も
新

た
な
魅
力
。
Ｕ

Ｓ
Ａ
か
ら
の
古

着
や
カ
ラ
フ
ル

な
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
達
の
畷
き
声

が
そ
っ
と
聞
こ

え
て
き
そ
う
。

この春、スカーフで
おしゃれをキメて下さい

新ブランドｅｒｓ
主張する女性へ送ります
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鍵

世

テルニ（1 6 個入）（1 0 0 0 円）

に
、
都
会
的
に
、
ベ
ル
か
ら
お

届
け
す
る
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
は
様
々
な
愛
の
型
を
表
わ
し

て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
賛
沢
に
し

た
い
人
に
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

ケ
ー
キ
が
お
す
す
め
。
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
味
わ
い
と
ハ
ー
ト
が

ポ
イ
ン
ト
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
純
粋
な
心
を
贈
っ
て
み
て
は

愛
ら
し
い
ス
コ
ッ
チ
テ
リ
ア
を

型
ど
っ
た
つ
プ
リ
ア
ハ
ウ
ス
」

や
ハ
ー
ト
と
鍵
が
組
合
わ
さ
れ

た
「
シ
ュ
ル
ッ
セ
ル
」
な
ど
ア

イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い
。

の
で
両
国
ア
Ｆ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
門
店
が
創
－
マ
に
愛
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

古
き
佳
き
時
代
、
情
熱
や
愛
櫓
軸
噸
》
稚
抽
羊
僻
陸
睡
拝
需
稚
抄
搾
瞳
》
塞
唖
岬
街
｝
穂
蝿

▼
ユ
ー
ハ
イ
ム

が
あ
ふ
れ
て
い
た
時
代
の
よ
う
つ
ぶ
り
。
－
ズ
。
イ
タ
リ
ア
・
ウ
ン
ブ
リ

切
訣
く
ア
Ｆ
ｍ
ｚ
『
一
三
ｍ
切
一
▼
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
、
情
熱
的
一
さ
の
演
出
を
し
て
み
て
は
。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ士

神戸百店会だより

テリアハウス（4 0 0 円）

テ
ー
マ
は
〃
愛
の
街
角
″
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
と
一
緒
に
自
分
の

気
も
ち
を
好
き
な
人
に
伝
え
る

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
で
、
自
分
ら
し

▼
マ
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

Ａ１
赤と黒が印象的 バレンタイン（3 0 0 0 円）

議
議
議
議
識
譲
議
》
‐
輔
腸
貌
蒋
哩
こ

〃
遊
″
キ
ュ
ー
ト
な
チ
ョ
コ
め
て
一
粒
ず
つ
作
り
あ
げ
ま
し

で
茶
目
っ
気
を
出
す
。
〃
優
〃
繊
た
。
ハ
ー
ト
型
チ
ョ
コ
ボ
ッ
ク

糾
繍
嶋
織
瀞
職
繊
撚
難
潤

れ
て
言
え
な
い
言
葉
を
メ
ッ
セ
す
。
他
に
タ
キ
シ
ー
ド
型
の
ポ

－
ジ
に
添
え
て
。

イ
ン
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
印
象
一
棒
。
１
幸
彬
列
呼
詐
詮
耗
緋
症
売

的
な
詰
合
せ
。

▼
ヒ
ロ
タ

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
マ
ウ
リ
ッ
イ

▼
フ
ー
ケ

オ
。
ア
ル
テ
ロ
ッ
カ
氏
が
デ
ザ
２
月
哩
日
の
ス
イ
ー
ト
。
．

ァ
州
の
美
し
い
街
々
の
エ
ッ
チ

ン
グ
を
使
い
、
テ
ル
ニ
市
在
住

▼
モ
ロ
ゾ
フ
●
本
高
砂
屋

加
モ
ロ
ゾ
フ
の
バ
レ
ン
タ
イ
「
愛
・
色
い
ろ
」
を
メ
イ
ン

ン
は
、
八
愛
・
テ
ル
一
一
Ｖ
を
テ
テ
ー
マ
に
大
人
の
バ
レ
ン
タ
イ

鍛錬譜

i繊ｉｉｉ
き
″
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
ボ
ン
ボ
ン

－
ト
の
シ
リ
ー
ズ
。
〃
甘
い
職

ひとことが決め手／

ヨ
コ
レ
ー
ト
〃
ち
よ
こ
れ
っ
と

ろ
う
ま
ん
″
を
ど
う
ぞ
。
良
質

の
素
材
を
生
か
し
、
て
い
ね
い

に
、
ひ
と
つ
ず
つ
創
り
あ
げ
て

い
る
だ
け
に
、
大
人
の
噌
好
品

と
し
て
お
ス
ス
メ
で
す
。

▼
新
神
戸

ツ
ク
ス
も
あ
り
ま
す
。

と
チ
ェ
リ
ー
ボ
ン
ボ
ン
の
粋
な

詰
合
せ
。
ち
ょ
っ
と
ア
ダ
ル
ト

に
過
ご
し
た
い
人
に
ピ
ッ
タ
リ

■

ン
を
展
開
。
葉
巻
の
顔
を
し
て

マ
イ
ル
ド
な
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ

１
１３６
１

､ 甘い畷きり

蕊灘
躍蕊灘蕊蕊蕊蕊鶏
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, 望

博

１
１３７
１

三
「
○
カ
ョ
ア
ゴ
○
ｚ

●
ョ
１
口
シ
バ
の
伝
統
が
、

神
戸
に

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
、
３
月

３
日
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ホ
テ

ル
壷
Ｉ
フ
ル
リ
ッ
ッ
。
下
村

社
長
自
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
の
ホ
テ
ル
を
見
学
。

五
つ
星
の
リ
ッ
ッ
バ
ル
セ

ロ
ナ
と
業
務
提
携
を
結
び
、

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
で

一
流
ム
ー
ド
を
醸
し
出
し
た

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の

ホ
テ
ル
を
目
指
し
て
い
る
。

宕
室
は
卿
室
と
数
を
押
え

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
レ
ス
ト

ラ
ン
も
日
本
料
理
、
中
国
料

理
、
と
ん
か
つ
、
と
幸
流
の

専
門
店
を
テ
ナ
ン
ト
に
迎

え
、
神
戸
の
グ
ル
メ
に
応
え

る
準
備
は
万
全
。

蕊

『
○
℃
一
○
ｍ

⑲
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
か
ら
パ
レ

ン
タ
イ
ン
の
お
し
ら
せ
。

テ
ラ
ス
レ
ス
ト
・
フ
ン
・
レ
ヴ
ァ

ン
テ
で
は
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ィ

ナ
ー
‐
を
２
２
４
日
Ｉ
皿
臼
の
Ⅲ
、

用
意
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
〆
一
一
二
；
を
二

人
の
た
め
に
再
引
。
愛
情
を
高
め

る
と
い
う
パ
イ
皮
に
包
ん
だ
肉
料

理
や
、
リ
ン
ゴ
の
デ
ザ
，
，
卜
。
お

一
人
様
７
０
０
０
円
（
税
サ
別
）

な
お
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ィ
ナ

１
．
を
お
楽
し
み
の
方
に
は
、
レ
ヴ

プ
ン
テ
よ
り
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

２
月
型
日
（
火
）
に
は
、
南
館

キ
ー
ノ
ー
ッ
で
、
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ

レ
ン
タ
イ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
が
。
坦

・
，
叩
く
、
カ
パ
ー
チ
ャ
ｉ
ジ
お
一

人
棟
２
０
０
０
円
。

回
問
合
せ

衝
３
０
２
１
１
１
１
１

鍵
閥季おりおりの味をお菓子に
現わして、神戸の和菓子屋を代
表する菊水総本店。今月号でも
紹介した; ・三色瓦. を神戸っ子
読者１０名械にプレゼントいたし
ます。ほんのり甘いチョコレー
トとクッキーのコンビネーショ
ンをお楽しみ下さい。

P R E S E N T
C O R N E R

応
募
方
法
⑥
葉
書

重
す
る
商
品
名
を
明に
記住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

、
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
》
・
月
刊
神
戸
っ
子
‐
幸
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
狸
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
薬
害
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

三
ｍ
三
一
ｍ

☆
春
は
ほ
ん
の
り
、
ヘ
ル
シ
ー

瓦
せ
ん
べ
い
で
お
馴
染
み
の

菊
水
総
本
店
か
ら
、
ち
ょ
っ
と

お
シ
ャ
レ
な
ク
ッ
キ
ー
が
発
売

さ
れ
た
。
ご
舎
色
瓦
』
の
名
の

通
り
、
色
づ
け
さ
れ
た
チ
ョ
コ

レ
ー
・
卜
が
ク
ッ
キ
ー
・
に
ニ
ー
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
、
ほ
う
れ
ん
童
、
か
ぼ
ち

ゃ
、
と
ま
と
の
風
味
が
ほ
ん
の

り
と
味
わ
え
る
。

瓦
せ
ん
べ
い
に
こ
だ
わ
り
続

け
た
菊
水
な
ら
で
は
の
ク
ッ
キ

蕊
Ⅱ

－
の
蔦
し
さ
と
手
作
業
で
一

枚
ず
つ
コ
ー
ト
し
た
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
の
組
み
合
わ
せ
を
お
楽
し

み
下
さ
い
。

■
》
，
三
色
瓦
」
一
箱
（
犯
枚
入
）
１
０

０
０
円

ア
ｚ
三
一
く
、
力
②
ア
刀
く

☆
ベ
ニ
ヤ
創
立
加
周
年

神
戸
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ

イ
フ
を
提
案
し
つ
づ
け
る
べ
・
一

ャ
が
如
周
年
を
記
念
し
て

量
目
画
○
台
讐
衿
『
己
ぐ
関
協
昌
冨

と
タ
イ
ト
ル
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
制
謂
作
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
大
内

順
子
さ
ん
と
松
谷
社
長
と
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
‐
や
、
籾
ス
プ
リ
ン

グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
掲
載
さ
れ

た
豪
華
な
も
の
。

な
お
残
念
な
が
ら
こ
の
記
念

誌
は
ベ
ニ
ヤ
の
メ
ン
バ
ー
の
方

の
み
に
店
頭
で
贈
呈
し
て
い

る
、
と
の
こ
と
。

弱
震
…
…
郷
…
…
：
為
…
…
蕊
蕊

藷
耗
罫
。
．
今
●
く
ぎ
塾
…
ｖ
騨
影
駕
哩
・
明
．
“
”
土

鰯

叱

酢: P T U g 中伸申ﾛ ■ﾜ 叩弔子争軍

レクショ
ザ

春の．
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